

























は 2009 年厚生科学研究で提示された「ラウンド時介入項目リスト 


































































ビデオを受講するよう促した。また、それぞれの研修時間を 1 回 30 分、
同日に 2 回、内 1 回は勤務時間内とした。更に各部署の参加状況を院
内 LAN に掲示した。
【結果】平成 24 年度の研修会は、全職員 260 名、参加率 1 回目 21%、
2 回目 33% であった。平成 25 年度の研修会参加率向上に向けた企画・
運営後には、全職員 300 名、ビデオ受講を含む参加率 1 回目 76%、2
回目 60% となった。
【考察】平成 24 年度までの研修会は、同日に 1 回 1 時間とし、日勤終
了後に行っていた。今回、参加者の研修カードに押印、参加率の掲示、
































ン接種率は、麻疹 95.7％、風疹 90.7％、水痘 80.0％、流行性耳下腺
炎 89.1％、ワクチン接種後の抗体価獲得率は、麻疹、風疹、水痘
100％、流行性耳下腺炎 97. １％であった。また、ワクチン接種歴、
抗体価値の記録は、医療機関で保管する他、抗体価把握カードを作
成し職員各々のネームケース内で保管管理も行った。
【考察】今回、院内でコンセンサスを得た上で抗体価検査とワクチ
ン接種に掛かる費用を病院負担として実施した。今後は、4 種ウイ
ルス疾患の抗体価保有を職員の採用条件とし更なる院内感染対策の
強化を図る方針である。
